
水生毘虫を観察しよう

［対象学年：小学校4年生以上〕

［準備物］——----------- --------

• 温度計 • 巻尺 ・底面が白いバットかプ

ラスチック嬰容器（イチゴパックのような

もの） ，目の細かなザル 。Jレ ー "'-

・ピンセット • 歯ブラシ ・記録用紙

。ストップウォッチ

1. 川の様子（環境）を調べる。

0次のことを調べ、記録用紙に記人しておく。

。調査年月日 。時刻 。調査地点 。気温

• 水温 • 川底の石の大きさや形 ・流速

O流速は、木の葉を流したり、Smくらいの糸に発

泡スチロ

ール球を

つけたも

のを流し

て、所要時

間を測定

して秒速

を求める。

2. 水生昆虫を観察する。

O次のような方法を用い

て、採 集する。

［石の表面についている

昆虫を採集する場合］

む表面についているもの

をピンセットでとる。

＜ 記}和用紙の例
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。サルを下流側に斜めに立てておくと、石を持ち

あげた時に昆虫が流れても、ザルの中に入る。
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'A" 10いっし、 川にす豆水生昆虫を観察して住み l 

分けの様fを調べることにより、水中昆虫

が生活環境に適応して生活しているという

見方を培い、環境保仝への関心を高め る。
_ _j 

［砂の中に潜っている昆虫を採集する。］

• 砂をザルですくい取って、 2�3匡水の中でふ

るうと、昆虫が砂の表面に出てくる。

ザルで川底の砂を

すくう。 ↓

水の中で砂をふる

い落とすと昆虫が

出てくる。
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ホ宅動吻

O採集は川の下流か

ら上流に向かって

行わせる。

O採集にあたっては、次のような観点で行わせる

な地点の環境条件を考慮して採集する。

。平瀬 石の表面や川底を歩き匡って生活する

ものが多い，9

• 早瀬 平瀬と同じように歩き圧る生活でも、

体がへん平なものが多い。また、石の間や表面

のへこんだ部分に網をはるもの、吸盤で石の表

面についているものも生息している。

。淵 流れがほとんどないので、川底の砂に

潜って生活するもの、/II底を歩き匝るドビゲラ

一定の面積内から採集し、個体数や

重量を制定し、他の地点と比較する。

① 50X50cmのコドラ ー

トを設置する。

②コドラ ー ト内の見え

る全ての昆虫を採集

する。
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③ミカン和度の大きさ ④小さな石や砂の中に

の石を金網に瞑り人 いる昆虫は、石や砂

れ、昆虫を採集する。 をかぎ混ぜて採集す

る。

4 0 資 料

(1)水生動物の主な生活型

佃幻形 tはい歩く

遊泳形 泳いで移動

ナガレトビゲラ、カワゲラ、ヒラタカゲロウ、ヘビトンボなど

カゲロウ科、ナベブタムシなど

(2)水中動物による水閥刊定（銹川で行号場合の雄準にしてみましょう）
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プラナリア

ナガレ ユスリカ（青）、コガタIユスリカ（褐色）
トビゲラ、カウゲラ シマトビゲラ、ヒラク

ドロムシ�、ゲンジポタ
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O水生動物でおよその水圏が分かるのは、 そこに

生息する水生動物の祉類が違うためである。 水

生動物の多くは、ぎれいなJI/に生息しているが、

中には、 やや汚れていても耐性を持ち生息でき

(3)鏑川・和合橋付近で見られる水生昆虫

るもの、 ある程度汚れないと出現しないものが

いるからである。
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